
          

 
              

        

金
剛
滝(

夫
婦
滝) 

お
お
む
か
し
、
緋
鯉
と
真
鯉
が
清
流
の
奥

山
に
夫
婦
仲
良
く
住
ん
で
い
た
。 

自
然
が
壊
さ
れ
、
川
が
汚
れ
だ
し
た
。 

夫
婦
の
鯉
は
、
清
流
を
探
し
て
川
上
へ
川

上
へ
と
旅
に
出
た
。 

何
年
も
何
年
も
か
け
て
泳
ぎ
続
け
た
。 

す
る
と
、
魚
止
め
に
差
し
掛
か
っ
た
。 

魚
止
め
を
越
え
よ
う
と
試
み
た
。
気
が
付

く
と
、夫
婦
鯉
は
年
を
拾
い
す
ぎ
て
い
た
。 

終
の
栖
と
思
い
、
こ
こ
を
越
え
な
け
れ
ば

と
何
度
も
繰
り
返
し
た
。 

す
る
と
、
一
筋
の
光
明
が
・
・
・ 

夫
婦
鯉
は
み
る
み
る
う
ち
に
龍
に
な
っ
た
。 

龍
は
最
後
の
力
を
振
り
絞
り
試
み
た
が
・・ 

こ
こ
で
力
尽
き
た
。
龍
の
目
か
ら
涙
が
溢

れ
出
た
。 

こ
れ
を
見
て
い
た
不
動
明
王
は
、
龍
を
助

け
安
住
の
清
水
に
導
い
た
。 

今
で
も
雄
滝
雌
滝
と
な
り
、
隧
道
か
ら
手

を
繋
ぎ
合
い
流
れ
て
い
る
。 

 
金 剛 滝 （雄 滝） （雌 滝） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

今
熊
バ
ス
停
か
ら
凡
そ
四
㎞
の
行
程
。 

途
中
か
ら
起
伏
の
あ
る
山
道
を
登
り
降
り

す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
。 

 

旧
小
峰
峠
の
入
口
を
右
に
見
な
が
ら
秋

川
街
道
を
五
日
市
方
面
へ
歩
き
、
新
小
峰

ト
ン
ネ
ル
入
口
手
前
の
道
を
左
へ
今
熊
神

社
へ
と
向
か
う
。
少
し
歩
く
と
、
目
の
病

を
治
す
と
い
う
正
福
寺
へ
。
こ
の
寺
は
、

獅
子
舞
、
山
桜
の
巨
木
な
ど
で
も
有
名
。 

路
傍
の
道
標
や
地
蔵
様
を
拝
し
な
が
ら
、

三
叉
路
に
。
三
叉
路
を
左
へ
暫
し
歩
く
と

今
熊
神
社
に
着
く
。
三
つ
葉
ツ
ツ
ジ
や
獅

子
舞
で
有
名
。
四
十
分
程
の
登
山
で
眺
望

の
良
い
今
熊
山(

呼
ば
わ
り
山)

に
着
く
。

山
頂
か
ら
九
十
九
折
り
の
山
を
一
時
間
程

下
り
、
川
に
出
る
。
川
を
五
、
六
分
上
流

へ
と
歩
く
と
、
雌
滝
。
岩
の
中
を
穿
っ
た

隧
道
を
潜
る
と
雄
滝
で
あ
る
。
市
内
随
一

の
美
し
さ
と
荘
厳
さ
を
満
喫
し
て
頂
き
た

い
。
川
か
ら
五
日
市
へ
の
分
岐
点
ま
で
急

坂
を
登
り
、
百
番
観
世
音
の
碑
を
拝
し
、

変
電
所
経
由
で
戻
り
今
熊
バ
ス
停
で
解
散
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
川
口
川 

 

上
川
町
の
今
熊
山
を
源
と
し
て
東
南
に

流
れ
、
川
口
町
を
経
て
中
野
上
町
で
浅
川

に
注
い
で
い
る
。
長
さ
十
五
㎞
、
流
域
十

七
・
六
㎢
。
北
側
に
は
加
住
丘
陵
、
南
側

に
は
川
口
丘
陵
が
連
な
り
、
川
沿
い
に
秋

川
街
道
が
並
走
し
て
い
る
。 

 

縄
文
時
代
の
生
活
の
跡
が
み
ら
れ
、
弥

生
時
代
の
も
の
と
し
て
は
、
川
口
川
の
中

流
か
ら
下
流
の
河
岸
段
丘
に
農
耕
集
落
の

跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

古
墳
時
代
、
古
代
国
家
が
誕
生
し
律
令

制
が
施
か
れ
る
と
、
武
蔵
国
多
摩
郡
に
編

成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
多
摩
郡
が
十
郷
に

分
か
れ
た
。そ
の
一
つ
が
川
口
郷
で
あ
る
。 

日
本
で
一
番
古
い
、
十
世
紀
に
編
纂
さ
れ

た
「
和
名
類
聚
抄
」
に
も
「
川
口
郷
」
の

記
述
が
あ
る
。
中
世
に
入
る
と
、
武
蔵
七

党
の
一
つ
で
あ
る
西
党
す
な
わ
ち
川
口
氏

が
活
躍
し
て
く
る
。 

ち
な
み
に
「
か
わ
ぐ
ち
」
は
「
河
内
」

と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
川
口
の

地
名
が
定
着
し
て
く
る
。
又
、
川
口
川
流

域
に
は
神
社
仏
閣
が
多
く
見
ら
れ
、
仏
教

や
神
道
信
仰
の
深
い
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。 

                       

川 口 川 川口川上流 
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②
小
峰
峠
と 

小
峯
隧
道 

 

上
川
町
と
、
あ
き
る
野
市
（
旧
五
日
市

町
）
留
原
と
の
境
に
あ
る
峠
。 

高
さ
二
百
八
十
ｍ
。
こ
の
峠
に
小
峯
隧

道
と
、
新
小
峰
ト
ン
ネ
ル
が
平
行
し
て
作

ら
れ
て
い
る
。こ
の
隧
道
は
大
正
元
年（
一

九
一
二
）
に
開
通
し
た
が
、
現
在
は
車
の

通
行
を
禁
止
し
て
い
る
。 

              

                       

●
道
標 

「
今
熊
山
登
山
口
」バ
ス
停
で
降
り
る
と
、

右
側
に
新
小
峰
ト
ン
ネ
ル
が
見
え
る
。 

今
熊
神
社
へ
行
く
道
の
左
側
を
三
十
ｍ

程
行
く
と
、
右
側
に
高
さ
五
十
㎝
、
幅
二

十
㎝
の
御
影
石
の
道
標
が
あ
る
。
そ
れ
に

は
「
三
百
米
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
緩
や
か
な
道
を
登
っ
て
行
く
と
、「
五
百

米
」「
七
百
米
」
の
道
標
が
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
信
徒
達
が
、
修
行
の
た
め
に
今
熊

山
や
金
剛
の
滝
へ
行
く
道
案
内
と
し
て
建

て
た
も
の
。 

ち
な
み
に
、
新
多
摩
変
電
所
か
ら
三
十

分
程
尾
根
道
を
歩
い
た
と
こ
ろ
に
も
、「
百

番
観
世
音
」
と
刻
ま
れ
た
道
標
が
あ
る
。

高
さ
五
十
㎝
、
幅
三
十
㎝
ほ
ど
の
石
造
。

側
に
は
、
「
広
徳
寺
方
面
又
は
金
剛
の
滝

へ
」
の
新
し
い
標
識
も
立
っ
て
い
る
。 

     

旧 小 峰 峠 

道 標 

新小峰トンネル 小峯隧道 （旧小峰トンネル） 
共に八王子側から 
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③
今
熊
野
山

正
福
寺 

上
川
町 

宗
派 

真
言
宗
豊
山
派 

 
 
 
 
 

横
沢
大
悲
願
寺
末 

本
尊 

薬
師
如
来 

開
山 

重
円
上
人 

開
創 

貞
治
三
年
（
一
三
六
四
） 

多
摩
四
国
八
十
八
霊
場
第
六
十
一
番
札

所
。 宝

永
二
年
（
一
七
○
五
）
と
天
保
十
五

年
（
一
八
四
四
）、
火
災
に
よ
り
堂
宇
を
焼

失
し
た
。
江
戸
期
に
は
今
熊
神
社
の
別
当

で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
に
、
上
川
町
の
如

意
輪
寺
と
合
併
し
て
い
る
。
以
前
は
、
現

在
の
場
所
よ
り
二
百
ｍ
西
に
位
置
し
て
い

た
。
特
に
鳳
明
法
印
が
中
興
し
た
天
保
か

ら
安
政
年
間（
一
八
三
〇
～
五
九
）に
は
、

参
拝
者
が
多
く
な
り
、
麓
に
は
茶
屋
や
旅

籠
が
軒
を
連
ね
て
い
た
と
い
う
。 

 

寺
の
向
拝
に
配
さ
れ
た
龍
や
獅
子
の
彫

刻
は
す
ば
ら
し
い
。
又
、
境
内
裏
山
の
樹

齢
八
百
年
以
上
と
も
い
わ
れ
る
山
桜
の
巨

木
は
、
春
に
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
。 

夏
に
は
獅
子
舞
が
寺
の
境
内
で
舞
わ
れ
、

そ
の
後
、
今
熊
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
。 

                  
 

    

                      
正 福 寺 

見事な彫刻 向拝の天井に描かれた龍 
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●
石
灰
山 

 

正
福
寺
裏
山
を
「
い
し
や
ま
」「
あ
く
や

ま
」
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
付
近
で
は
か

な
り
古
く
か
ら
石
灰
が
作
ら
れ
て
い
が
、

い
つ
か
ら
始
め
ら
れ
た
か
は
不
明
。 

昔
は
野
伏
焼
き
と
い
っ
て
、
木
の
枝
や

薪
を
積
み
、
そ
の
中
に
石
灰
岩
を
入
れ
て

焼
い
た
。
昭
和
に
な
る
と
近
代
的
な
「
か

ま
」
を
使
い
、
燃
料
も
石
炭
や
コ
ー
ク
ス

を
使
っ
た
の
で
良
質
の
石
灰
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

           

目の病を治すための絵馬 

宝篋印塔と六地蔵 樹齢 800 年の山桜 

正福寺裏山方面 

大型の絵馬 
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●
道
標
碑
と
地
蔵
様 

 

正
福
寺
入
口
の
碑
が
あ
る
道
を
今
熊
神

社
方
面
に
三
分
位
歩
く
と
、
右
側
に
一
・

五
ｍ
程
の
道
標
が
立
っ
て
い
る
。 

表
に
は 

「
左 

い
ま
ぐ
満
山 
施 
小
津
邑 

み
ち 

主 
青
木
卯
之
助
」 

裏
に
は 

 
 
 

「
安
政
二
巳
卯
歳 

 

刻 
 
 
 
 
 
 
 

九
月
吉
日 

 

鳳
明
」        

 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
然
右

へ
の
説
明
書
き
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
に
き

れ
い
に
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
何
ら
か
の

訳
が
あ
っ
た
の
か
今
と
な
っ
て
は
不
明
。 

 

ま
た
道
標
碑
脇
の
屋
根
囲
い
の
中
に
は

青
面
金
剛
の
庚
申
塔
、
地
蔵
や
舟
形
地
蔵

な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ

れ
ら
は
み
な
北
向
き
に
置
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
く
に
は
石
仏
な
ど

も
あ
り
、
古
く
は
、
こ
の
前
に
は
古
道
が

通
っ
て
い
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
不
可
思

議
な
一
隅
と
い
え
る
。 

           

        ●
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ 

 

上
川
町
の
田
中
家
に
あ
る
キ
リ
シ
マ
ツ

ツ
ジ
は
樹
齢
三
百
年
以
上
。
太
さ
は
、
根

周
り
二
ｍ
、八
本
立
ち
で
、高
さ
は
三
ｍ
。

枝
張
り
東
西
四
・
三
ｍ
、
南
北
四
・
五
ｍ

あ
っ
た
が
、
本
幹
は
枯
死
し
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
、
現
在
は
八
王
子
市
の
天
然
記

念
物
指
定
を
解
除
さ
れ
て
い
る
。 

道 標 表 

 

石仏など 

庚申塔と地蔵尊 

道 標 裏 
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●
今
熊
野
山
道
の
碑 

 

正
福
寺
か
ら
、
さ
ら
に
今
熊
神
社
方
面

へ
暫
く
歩
く
と
、
三
叉
路
に
辿
り
着
く
。 

三
叉
路
の
正
面
に
高
さ
二
ｍ
幅
三
十
㎝
程

の
大
き
な
道
標
が
建
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

右
戸
倉
檜
原
道 

正
面 
 

左
今
熊
野
山
道 

 
 

左
側 

 

弘
化
三
年
丙
午
二
月
吉 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

今
か
ら
百
六
十
余
年
前
の
碑
で
あ
る
が
、 

石
碑
に
は
ひ
び
が
入
っ
て
お
り
、
四
隅
を

鉄
板
で
囲
っ
た
う
え
に
周
り
を
二
重
の
針

金
で
保
守
し
て
あ
り
、何
と
も
痛
々
し
い
。 

         
 

                       

キリシマツツジ 田中家の庭園 

道 標 

道標のある三又路 
左 今熊神社 

道 標 
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④
今
熊
神
社 

上
川
町 

勧
請 

熊
野
本
宮
大
社 

祭
神 

建
速
須
佐
之
男
命 

（
た
け
は
や
す
さ
の
う
の
み
こ

と
）
月
夜
見
命
（
つ
き
よ
み
の
み

こ
と
） 

創
建 

正
平
元
年
（
一
三
四
六
）
ご
ろ 

例
祭 

九
月
九
日
。 

正
平
元
年
（
一
三
四
六
）
ご
ろ
熊
野
本

宮
大
社
を
畳
ヶ
原
に
勧
請
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
別

当
正
福
寺
僧
重
円
が
社
殿
を
造
営
し
、
今

熊
野
三
社
大
権
現
と
称
し
た
。
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
今
熊
神
社
と
改
称
し
た
。

さ
ら
に
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）

に
は
川
久
保
の
天
満
神
社
を
合
祀
、
境
内

は
稲
荷
神
社
も
祀
っ
て
い
る
。 

 

尚
、
例
祭
に
は
家
出
人
足
止
の
神
事
、

獅
子
舞
、
今
熊
太
鼓
が
奉
納
さ
れ
る
。 

 

社
殿
は
、
権
現
造
り
と
思
わ
れ
る
。
千

鳥
破
風
、
鰹
魚
木
、
千
木
そ
れ
に
懸
魚
な

ど
が
実
に
素
晴
ら
し
い
。 

                        

                       
今熊神社入り口の鳥居 今熊神社 

社 殿 由 緒 
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●
今
熊
神
社
の
獅
子
舞 

 

八
王
子
市
指
定
文
化
財
。
毎
年
八
月
最

終
日
曜
日
（
往
時
は
九
月
九
日
）、
今
熊
神

社
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
る
。 

 

室
町
期
、
正
福
寺
創
建
の
時
に
村
民
の

娯
楽
と
し
て
始
め
ら
れ
た
と
い
う
。以
来
、

現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

祭
礼
時
に
は
、
正
福
寺
で
初
手
庭
、
中

庭
、終
庭
の
三
庭
が
舞
わ
れ
る
。そ
の
後
、

今
熊
神
社
に
移
り
、
境
内
で
奉
納
の
舞
い

が
舞
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

獅
子
頭
は
高
麗
犬
形
式
の
も
の
で
、
大

頭
、
中
頭
、
小
頭
（
雌
獅
子
）
の
三
頭
の

獅
子
と
、笛
を
持
ち
花
笠
を
付
け
た
六
人
、

幣
負
い
一
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

伝
承
に
よ
れ
ば
、
貞
治
三
年
（
一
三
六

四
）
正
福
寺
の
別
当
重
円
法
師
が
三
匹
の

獅
子
を
購
入
し
た
の
が
始
ま
り
と
か
。
弘

化
か
ら
嘉
永
年
間
（
一
八
四
四
～
五
三
）

に
最
も
栄
え
た
と
い
う
。
弘
化
二
年
（
一

八
四
五
）
の
今
熊
神
社
開
帳
の
と
き
は
、

代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
が
参
拝
し
、
獅
子

舞
を
見
物
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

                       

●
今
熊
山
の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ 

 

毎
年
四
月
中
頃
よ
り
、
今
熊
山
山
麓
で

は
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
一
斉
に
咲
き
始
め
る
。 

地
元
の
人
達
、
自
然
愛
好
家
、
そ
れ
に

家
族
連
れ
も
加
わ
り
植
え
ら
れ
た
も
の
。 

千
五
百
本
以
上
の
花
が
咲
く
と
、
山
麓
一

面
明
る
い
紫
色
に
覆
わ
れ
、
ツ
ツ
ジ
の
絨

毯
と
化
し
、
ま
こ
と
に
圧
巻
。
今
熊
山
が

花
山
に
な
る
五
月
中
頃
ま
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。 

             
獅 子 舞 終庭の舞 

ミツバツツジ 
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●
素
晴
ら
し
い
眺
望 

 

今
熊
神
社
下
社
か
ら
ゆ
っ
く
り
登
り
始

め
て
三
十
分
、
今
熊
山
第
一
展
望
台
に
着

く
。
そ
こ
か
ら
十
分
ほ
ど
登
る
と
第
二
展

望
台
だ
。ど
ち
ら
も
眺
望
が
素
晴
ら
し
い
。

こ
こ
で
小
休
止
。
そ
し
て
更
に
登
る
と
、

登
山
道
の
右
手
、
朱
塗
り
の
今
熊
開
運
稲

荷
に
着
く
。
文
字
ど
お
り
開
運
と
登
山
の

安
全
、無
事
を
祈
る
お
稲
荷
さ
ま
で
あ
る
。 

お
稲
荷
さ
ま
を
過
ぎ
る
と
今
熊
山
頂
上

（
別
名
呼
ば
わ
り
山
）
に
着
く
。
こ
こ
に

奧
社
が
あ
る
。 

           

                        

ミツバツツジ 展望台への道 

見晴らし台から五日市方面を望む 

今熊開運稲荷社 奥 社 
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⑤
今
熊
山
（
呼
ば
わ
り
山
） 

 

上
川
町
の
西
部
に
あ
る
山
。
高
さ
五
百

五
ｍ
。
別
名
今
熊
野
山
、
又
は
、
呼
ば
わ

り
山
と
い
わ
れ
る
。 

 

大
昔
、
安
閑
天
皇
（
五
三
一
～
五
三
五
）

の
后
妃
が
神
隠
し
に
遭
い
、
今
熊
山
で
呼

び
戻
し
た
と
い
う
「
呼
ば
わ
り
伝
説
」
は

有
名
で
あ
る
。 

「
○
○
を
出
し
て
お
く
れ
や
な
ぁ
」
と
太

鼓
を
叩
い
て
名
を
よ
び
な
が
ら
、
山
頂
の

今
熊
神
社
の
周
り
を
三
度
回
る
と
行
方
不

明
者
が
戻
っ
て
く
る
と
い
う
。天
狗
様
が
、

身
代
わ
り
に
な
っ
て
行
方
不
明
者
を
探
し

て
く
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

山
頂
か
ら
は
、
奥
多
摩
、
秩
父
連
山
、

奥
高
尾
、丹
沢
山
系
そ
し
て
富
士
山
な
ど
、

眺
望
が
す
ば
ら
し
い
。
武
蔵
名
勝
図
絵
に

は
、「
神
恵
を
願
う
も
の
常
に
絶
え
ず
し
て

次
第
に
繁
昌
せ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

    

                       

 
        

               
道 標 上 神 

今熊山山頂にある 

標 柱  神々を奉る祠 
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⑥
金
剛
の
滝 

 

今
熊
山
の
北
側
に
、
八
王
子
市
内
で
は

有
名
は
「
金
剛
の
滝
」
が
あ
る
。 

 

今
熊
山
山
頂
か
ら
一
・
六
㎞
あ
ま
り
の

金
剛
の
滝
を
目
指
す
。
奧
社
を
出
る
と
急

な
下
り
坂
に
な
る
。
第
一
の
難
所
で
、
九

十
九
折
の
道
が
続
く
。
こ
こ
を
過
ぎ
る
と 

暫
く
緩
や
か
な
坂
に
な
り
、
ま
た
急
な
下

り
坂
に
な
る
。
石
車
に
足
を
と
ら
れ
な
い

様
に
更
に
下
る
。枯
葉
が
厚
く
道
を
塞
ぎ
、

道
幅
が
判
ら
な
い
。
場
所
に
よ
っ
て
は
四

十
㎝
程
の
道
幅
を
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。 

山
頂
か
ら
数
十
分
、
以
前
の
滝
へ
の
道

は
通
行
止
め
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
も
う
少

し
下
る
と
金
剛
の
滝
へ
の
道
標
が
あ
る
。

そ
こ
か
ら
河
原
ま
で
、
狭
い
最
後
の
九
十

九
折 (

七
十
度
の
急
坂) 

だ
。
河
原
づ
た

い
に
五
分
程
歩
く
と
い
よ
い
よ
金
剛
の
滝

で
あ
る
。
Ｖ
字
谷
の
目
前
に
落
差
四
ｍ
の

雌
滝
。
隧
道
を
抜
け
る
と
落
差
一
六
ｍ
の

雄
滝
が
あ
る
。
正
に
圧
巻
で
あ
る
。 

 

滝
の
中
程
に
四
十
㎝
ほ
ど
の
石
仏
金
剛

信者から寄贈された石碑 

滝へと続く河原 急な九十九折りを下る 
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像
が
建
っ
て
い
る
。
像
に
は
「
光
明
不
動

尊
、
慶
応
三
年
行
者
渡
辺
兼
太
郎
建
之
同

大
垣
藩
、
施
主
中
瀬
久
次
郎
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。 

 

江
戸
期
に
は
、
全
国
か
ら
修
験
者
（
山

伏
）
が
修
行
の
た
め
集
ま
っ
た
と
い
う
。 

又
、
雄
滝
と
雌
滝
の
間
に
あ
る
石
の
ト
ン

ネ
ル
（
隧
道
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
修

験
者
が
掘
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

以
前
、
こ
の
辺
り
は
谷
が
深
く
、
水
量

も
豊
富
で
あ
っ
た
。滝
は
威
風
堂
々
と
し
、

滝
壺
は
深
く
て
水
は
澄
ん
で
い
る
。
以
前

は
ヤ
マ
メ
や
ウ
ナ
ギ
も
良
く
獲
れ
た
と
い

う
。 

「
滝
壺
を
濁
ら
せ
る
と
雨
が
降
る
」
と
い

う
伝
説
が
あ
り
、
渇
水
期
に
は
滝
の
下
で

雨
乞
い
を
行
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

今
で
は
滝
の
下
流
は
堰
堤
を
設
置
し
た
た

め
、
水
量
も
減
り
夏
に
は
人
も
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
急
勾
配
の
山
道

や
河
原
を
抜
け
て
奥
へ
行
く
と
静
寂
そ
の

も
の
。秘
境
の
趣
が
未
だ
に
残
っ
て
い
る
。 

  

 
                       

                       
雌 滝 

隧道内の手鎖 不動明王 

雄 滝 
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●
金
剛
の
滝
を
後
に 

 

金
剛
の
滝
を
見
た
後
、
河
原
を
五
分
程

下
り
、
八
王
子
市
と
あ
き
る
野
市
の
境
を

目
指
す
。
そ
こ
か
ら
が
ま
た
急
な
登
り
坂

に
な
る
。
ロ
ー
プ
が
片
側
に
設
置
し
て
あ

る
が
、
道
は
狭
く
木
の
階
段
は
滑
り
や
す

い
。
十
五
分
程
登
る
。 

登
り
詰
め
た
と
こ
ろ
は
市
の
境
。稜
線
、

い
わ
ゆ
る
尾
根
に
出
る
。
尾
根
道
は
比
較

的
広
く
、
「
左
広
徳
寺
」
「
右
小
峰
公
園
」

「
東
京
電
力
発
電
所
」「
金
剛
の
滝
」
な
ど

の
道
標
が
あ
る
分
岐
点
で
も
あ
る
。 

 

分
岐
点
か
ら
五
十
ｍ
程
右
へ
歩
く
と
、

高
さ
五
十
㎝
、
幅
二
十
㎝
の
石
碑
が
建
っ

て
い
る
。百
番
観
世
音
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

ち
な
み
に
広
徳
寺
は
、
応
安
六
年
（
一

三
七
三
）の
創
建
。北
条
三
ツ
鱗
の
旗
印
、

大
銀
杏
、
都
天
然
記
念
物
タ
ラ
ヨ
ウ
や
カ

ヤ
の
木
等
が
有
名
な
古
刹
。
ま
た
、
小
峰

公
園
も
小
峰
神
社
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

等
が
あ
り
上
下
水
道
が
完
備
さ
れ
た
公
園

で
あ
る
。
さ
ら
に
緩
や
か
な
下
り
道
を
暫

く
行
く
と
、
変
電
所
が
見
え
て
く
る
。
そ

の
先
が
今
熊
野
山
道
の
三
叉
路
で
あ
る
。 
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